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)り 鼻涙管は (上、中、Q鼻 道に開回している。

は な私く3)方へ動規
毛様体・虹彩は 儡崎  膜の前方部へ延長した特殊な構造である。

筋が収縮する。

て起こる。

網1莫横斑部の視紬胞は色覚を感知する
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2.

燕 手
耳管咽頭日は通常は閉じていて,()時 に開く。
鼓室には,3つの耳小骨がある。鼓膜に接する ( )骨 ,キヌタ骨,内耳に振動を伝える (  )

耳小骨こ 銀 の振動を ("瞥 Ю∫
〇
倍に増幅し

鴇 皮

)窓 の内響の外リンパに振動を伝え

品軍管には特殊な聴覚装置である ( 
｀
ち  器があり,聴覚の受容器細胞である有毛細胞が存在する。

(高い、⑥  周波数の音には蝸牛頂の有毛細胞が反応する。
ヒトの可聴域はおよそ (20)HZか ら (  )Hzで ある。
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3.

1盤Бテ置ζ
fT'F'暦

容器 蜘 息 (亘≡可ン
)でぁ先 舌の味書の味細黎は 味覚受容器

味覚を脳へ伝える末オ肖神経は,顔面神経に属する (象ヤ )`慕経 (書あ前2/3を担当)と ″
ン
1神

経の舌枝(舌の後1/3を担当)であり,脳内の中継核である (折萌b 核 (吻側1/3)・ 結味覚野 :視床
の

高響り轟懃負薄夕
'味覚情報は大脳皮質然覚野

へ伝えられる。

喩 森寿彗
経節を経由し

(引ヒ )体 のみで、視細胞と視神経節細胞の比が
)で ある。
(キ1 )体 のみで、視細胞と視神経節細胞の比が
)で ある。


